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２０２5年
の
目標 国際生＆先生恒

例新年アンケート

昨
年
の
漢
字
は「
努
」

３
年
生

　

２
０
２
５
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
年
の
初
め
、
皆
さ
ん
は
今
年
の
目
標
な
ど
を
考
え
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
新
聞
部
は
毎
年
恒
例
、
国
際
生
と
先
生
に
今
年
の
目
標
や
、
２
０
２
４

年
を
振
り
返
っ
て
ど
の
よ
う
年
だ
っ
た
の
か
を
聞
い
て
み
た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
２
０
２
５
年

が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

た
か
ら�

（
１
年
）

「
協
」
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
協
力

し
て
何
事
も
頑
張
っ
た
か
ら（

１
年
）

「
試
」
試
み
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
か
ら�

（
２
年
）

「
笑
」
１
年
間
楽
し
い
こ
と
が
多

く
て
た
く
さ
ん
笑
っ
た
か
ら（

２
年
）

「
早
」
受
験
で
１
年
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
っ
た
か
ら（

３
年
）

「
考
」
受
験
で
い
ろ
い
ろ
考
え
る

年
だ
っ
た
か
ら�

（
３
年
）

「
最
」
最
高
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
、
最
大
限
に
頑
張
っ
た
年
だ

っ
た
か
ら�

（
３
年
）

「
耐
」
い
ろ
い
ろ
耐
え
な
が
ら
頑

張
っ
た
か
ら�

（
３
年
）

【
先
生
編
】

「
動
」
私
的
に
激
動
の
年
だ
っ
た

か
ら�

（
仲
井
校
長
先
生
）

「
新
」
新
し
い
発
見
が
色
々
あ
っ

た
か
ら
（
田
畑
先
生
）
社
会
人
１

年
目
と
し
て
様
々
な
新
し
い
発

見
、
経
験
が
あ
っ
た
た
め

（
砂
田
先
生
）

「
忙
」
と
に
か
く
忙
し
か
っ
た

（
奥
澤
先
生
）

「
心
」
心
労
が
多
か
っ
た
。
ク
ラ

ス
の
生
徒
が
心
配
だ
っ
た
（
本
田

先
生
）
心
配
の
心
で
す
。
自
分
の

ク
ラ
ス
の
生
徒
の
受
験
、
両
親
の

病
気
、
息
子
の
就
職
な
ど
数
多
く

の
心
配
事
に
追
わ
れ
た
か
ら

（
中
山
先
生
）

「
苛
」
物
事
が
思
い
通
り
に
い
か

な
い
か
ら�

（
橘
川
先
生
）

「
病
」
昨
年
の
夏
に
コ
ロ
ナ
、
冬

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
か
ら�

（
上
田
先
生
）

「
支
」
進
路
を
拓
く
生
徒
た
ち
を

支
え
る
１
年
だ
っ
た（
庄
司
先
生
）

「
続
」
何
事
も
継
続
し
て
行
っ
た

（
川
西
先
生
）

「
素
」
気
持
ち
に
素
直
に
生
活
し

て
い
た
気
が
す
る
か
ら（

高
道
先
生
）

「
積
」
コ
ツ
コ
ツ
と
で
き
る
こ
と

を
積
み
重
ね
た�

（
作
農
先
生
）

「
感
」
色
々
な
仕
事
が
舞
い
込

み
、
本
校
の
素
晴
ら
し
い
生
徒
や

先
生
に
出
逢
え
た
こ
と
な
ど
、

「
感
」
動
と
「
感
」
謝
が
多
い
年

だ
っ
た
か
ら�

（
野
村
先
生
）

「
震
」
元
日
に
大
き
な
地
震
が
あ

っ
た
こ
と
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大

谷
翔
平
選
手
な
ど
魂
が
震
え
る
ほ

ど
大
き
な
感
動
も
あ
っ
た
こ
と

（
大
塚
先
生
）

「
山
」
山
と
隣
合
わ
せ
の
生
活
だ

っ
た
か
ら�

（
鈴
木
先
生
）

「
増
」
体
重
が
増
え
て
し
ま
っ
た

た
め�

（
西
村
先
生
）

「
耐
」
全
て
を
背
負
い
、
苦
し
み

に
耐
え
、
そ
れ
で
も
前
へ
進
も
う

と
し
た
１
年
だ
っ
た（
坂
田
先
生
）

「
慣
」
い
ろ
ん
な
こ
と
に
慣
れ
て

き
た�

（
山
田
先
生
）

「
慌
」
３
学
年
の
担
任
の
先
生
方

等
と
比
べ
る
べ
く
も
な
い
が
、
ほ

と
ほ
と
心
に
余
裕
が
な
か
っ
た
。

（
本
波
先
生
）

Ｑ
２
．
去
年
、
一
番
頑
張
っ
た
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

１
、
２
年
生
の
多
く
が
「
部

活
」、「
勉
強
」、
３
年
生
は
「
受

験
勉
強
」、「
思
い
出
作
り
」
が
多

か
っ
た
。
ま
た
、
３
年
生
は
新
生

活
へ
の
期
待
が
あ
ふ
れ
る
回
答
が

多
数
を
占
め
た
。
ど
の
学
年
も
、

多
く
の
人
が
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

【
そ
の
他
】

毎
日
思
い
出
宝
庫
に�

（
１
年
）

４
か
国
語
マ
ス
タ
ー
す
る（
１
年
）

新
し
い
こ
と
に
挑
戦�

（
１
年
）

全
力
で
楽
し
む�

（
２
年
）

友
達
１
０
０
人
作
る�

（
２
年
）

新
し
い
出
会
い
を
見
つ
け
る（

２
年
）

大
学
に
向
け
て
準
備
す
る（
３
年
）

自
分
を
高
め
る�

（
３
年
）

凡
事
徹
底
を
常
に
意
識
す
る（

３
年
）

節
約�

（
３
年
）

【
先
生
編
】

１
日
１
日
を
大
切
に
生
き
る
！

（
仲
井
校
長
先
生
）

健
康
第
一
、
元
気
に
過
ご
す

（
本
田
先
生
、
橘
川
先
生
、
庄
司

先
生
、
中
山
先
生
、
坂
田
先
生
、

山
田
先
生
、
本
波
先
生
）

試
（
Ｔ
Ｒ
Ｙ
）�

（
作
農
先
生
）

講
演
、
イ
ベ
ン
ト
出
展
で
全
国
制

覇�

（
野
村
先
生
）

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
、
失
敗
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

（
大
塚
先
生
、
川
西
先
生
）

乗
り
切
る�

（
奥
澤
先
生
）

自
分
を
磨
く�

（
砂
田
先
生
）

Ｑ
４
．
今
年
は
ど
ん
な
年
に
し
た

い
で
す
か
？

　

「
成
長
で
き
る
年
」「
健
康
に

過
ご
せ
る
年
」
な
ど
自
己
研
鑽
や

体
調
管
理
に
努
め
る
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。
１
年
生
は
高
校
生
活

２
年
目
に
突
入
す
る
意
気
込
み
、

２
年
生
は
３
年
生
に
な
る
と
い
う

期
待
と
不
安
、
そ
し
て
３
年
生

は
、
環
境
が
変
化
す
る
こ
と
に
伴

か
っ
た
。
ど
の
学
年
も
勉
強
と
部

活
に
勤
し
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
３
年
生
は
そ
れ
に
加
え
て
、

高
校
生
活
最
後
の
思
い
出
作
り
を

し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
分
か

る
結
果
と
な
っ
た
。

【
そ
の
他
】

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
る
こ
と（
１
年
）

友
達
作
り�

（
１
年
）

毎
日
学
校
に
行
く
こ
と�

（
１
年
）

早
寝
早
起
き�

（
２
年
）

推
し
活�

（
２
年
）

臨
機
応
変
に
対
応
す
る�

（
２
年
）

推
薦
入
試
に
向
け
て
新
聞
を
読
ん

だ
り
、
ネ
ッ
ト
上
の
記
事
を
見
た

り
し
た
こ
と�

（
３
年
）

猫
と
遊
ぶ�

（
３
年
）

体
調
管
理�

（
３
年
）

【
先
生
編
】

学
校
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
明
確

に
示
し
た
。�

（
仲
井
校
長
先
生
）

家
族
を
守
る�

（
奥
澤
先
生
）

何
事
に
も
全
力
投
球
す
る
こ
と

（
庄
司
先
生
）

年
末
の
大
掃
除�

（
髙
道
先
生
）

朝
１
時
間
早
く
起
き
て
体
を
動
か

す
よ
う
に
努
め
た
。
散
歩
や
家
庭

菜
園
の
作
業
な
ど�

（
大
塚
先
生
）

全
国
で
の
講
演
と
イ
ベ
ン
ト
出

展
。
移
動
が
大
変
だ
っ
た
け
ど

色
々
な
出
会
い
と
笑
顔
に
満
ち
て

ま
し
た
。�

（
野
村
先
生
）

ブ
ロ
グ
な
ど
を
見
て
学
ぶ

（
鈴
木
先
生
）

長
距
離
通
勤�

（
本
波
先
生
）

長
距
離
運
転�

（
山
田
先
生
）

Ｑ
３
．
今
年
の
目
標
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

全
学
年
を
通
し
て
「
受
験
や
英

検
の
勉
強
を
頑
張
り
た
い
」
と
い

う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
と
と
も

に
、「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
」
と
い
う
意
欲
的
な
回
答
が
多

っ
て
新
た
に
挑
戦
し
た
い
こ
と
な

ど
個
性
あ
ふ
れ
る
思
い
が
感
じ
ら

れ
た
。

【
そ
の
他
】

今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
を
目

に
見
え
る
形
に
な
る
も
の
が
欲
し

い�

（
１
年
）

細
か
な
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い（

１
年
）

自
分
の
目
標
を
見
つ
け
て
確
実
に

頑
張
る
年�

（
１
年
）

苦
手
教
科
の
克
服
が
で
き
る
年

（
１
年
）

悔
い
の
な
い
１
年�

（
２
年
）

甲
子
園
に
行
く�

（
２
年
）

た
く
さ
ん
笑
え
る
年
に
す
る（

３
年
）

自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る（
３
年
）

無
事
に
大
学
生
活
を
送
る（
３
年
）

全
力
で
楽
し
ん
で
全
力
で
勉
強
す

る�

（
３
年
）

【
先
生
編
】

人
生
の
一
大
転
機
の
年
と
す
る
！

（
仲
井
校
長
先
生
）

昨
年
以
上
に
新
し
い
発
見
に
努
め

る
一
年
に
し
た
い�

（
田
畑
先
生
）

公
私
共
に
充
実
さ
せ
る（

西
村
先
生
）

規
則
正
し
く
寝
起
き
す
る

（
鈴
木
先
生
）

富
山
を
再
発
見
す
る
年
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
記
者
が
行
く

べ
き
町
に
選
ん
で
く
れ
た
の
に
、

地
理
の
教
員
で
あ
る
自
分
が
行
っ

て
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
か
ら
。

（
大
塚
先
生
）

お
だ
や
か
な
１
年�

（
本
田
先
生
）

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
１
年
に

（
山
田
先
生
）

今
年
１
年
間
を
漢
字
１
文
字
で
表

す
と
？
と
聞
か
れ
て
「
活
」
で

す
！
と
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
１
年

に
し
た
い
。�

（
本
波
先
生
）

実
し
た
高
校
生
活
を
送
れ
て
い
る

人
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

３
年
生
で
多
か
っ
た
の
は
、
や
は

り
「
努
」「
受
」「
忙
」。
多
く
の
人

が
受
験
勉
強
の
た
め
に
努
力
を
続

け
た
よ
う
だ
。

【
そ
の
他
】

「
幸
」
１５
年
間
生
き
て
い
て
一
番

幸
せ
が
多
か
っ
た
か
ら�

（
１
年
）

「
部
」
部
活
を
休
ま
ず
に
頑
張
っ

Ｑ
１
．
あ
な
た
の
去
年
１
年
間

を
、
漢
字
１
文
字
で
表
す
と
？

　

１
年
生
は
「
新
」
が
圧
倒
的
多

数
。
次
点
が
「
楽
」、
続
い
て
「
変
」

「
喜
」「
恵
」
と
い
う
回
答
が
多

か
っ
た
。
高
校
生
活
が
始
ま
っ
た

こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
２
年
生
も
「
楽
」
が

大
多
数
で
、「
経
」「
挑
」
が
続

く
。
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
、
充

新しいことに挑戦１ 年生

全力で楽しむ２ 年生

自分を高める３ 年生

希望満ちる年に
１
年
生
書
道
選
択
者
の
書
き
初
め
（
今
年
の
抱
負
）　

　

毎
回
好
評
の
、
海
外
留
学
中
の
国
際
英
語
コ
ー
ス
生
に
よ
る
「
海
外
特
派
員
通
信
」。
今
回

は
、
昨
年
８
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ビ
ッ
グ
ベ
ア
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
留
学

し
て
い
る
山
田
真
央
さ
ん
（
２１
Ｈ
・
新
聞
部
員
）
に
伝
え
て
も
ら
う
。

唯
一
の
外
国
人
留
学
生
と
し
て
奮
闘

山
田
真
央
さ
ん（
２１
Ｈ
）

Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
ア
メ
リ
カ

続
・
海
外
特
派
員
通
信

　

こ
ん
に
ち
は
。
ア
メ
リ
カ
の
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ビ
ッ
グ
ベ
ア
シ

テ
ィ
に
留
学
中
の
山
田
真
央
で

す
。
ビ
ッ
グ
ベ
ア
シ
テ
ィ
は
カ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
東
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
か
ら
車
で
２
時
間
ほ
ど
の
場

所
に
位
置
し
て
い
る
、
山
に
囲
ま

れ
た
小
さ
な
街
で
す
。
標
高
は
約

２
千
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
ビ
ッ

グ
ベ
ア
レ
イ
ク
と
い
う
湖
が
隣
接

し
て
い
て
、
自
然
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
と
て
も
美
し
い
で
す
。
昨
年

９
月
に
は
近
く
で
山
火
事
が
あ

り
、
２
週
間
ほ
ど
学
校
が
休
み
に

な
り
ま
し
た
。
小
さ
な
街
の
た
め

治
安
も
良
く
、
人
気
の
リ
ゾ
ー
ト

地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
冬
の
季
節

は
ス
キ
ー
を
し
に
、
た
く
さ
ん
の

人
が
週
末
や
休
日
に
や
っ
て
来
ま

す
。

　

私
は
、
生
徒
数
が
７
０
０
人
ほ

ど
の
ビ
ッ
グ
ベ
ア
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

に
通
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
学

校
は
７
時
４０
分
か
ら
始
ま
り
、
１４

時
３０
分
に
終
わ
り
ま
す
。
２
週
間

に
１
度
ほ
ど
、
月
曜
日
は
２
時
間

遅
れ
の
９
時
４０
分
に
始
ま
る
時
が

あ
り
ま
す
。
１
コ
マ
の
授
業
時
間

は
基
本
的
に
約
１
時
間
で
、
１
日

の
授
業
数
は
６
コ
マ
あ
り
ま
す
。

日
本
の
学
校
と
は
違
い
、
私
の
場

合
、
曜
日
に
よ
っ
て
授
業
は
変
わ

ら
ず
、
毎
日
同
じ
科
目
の
授
業
を

受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
で

は
全
員
が
同
じ
学
年
と
は
限
ら

ず
、
異
な
る
学
年
の
生
徒
が
い
る

場
合
も
多
い
で
す
。
そ
し
て
、
生

徒
は
学
校
が
始
ま
る
前
に
、
受
け

た
い
授
業
を
自
分
で
選
択
し
ま

す
。
難
し
す
ぎ
た
り
、
異
な
る
授

業
を
受
け
た
く
な
っ
た
り
し
た
場

合
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
元
へ
行

き
、
途
中
で
授
業
変
更
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

い
た
め
、
生
徒
は
ア
メ
リ
カ
人
だ

け
で
な
く
メ
キ
シ
コ
人
も
多
い
で

す
。
メ
キ
シ
コ
人
の
生
徒
全
員
が

英
語
を
話
せ
る
と
い
う
訳
で
は
な

く
、
メ
キ
シ
コ
の
公
用
語
で
あ
る

ス
ペ
イ
ン
語
し
か
話
せ
な
い
と
い

う
人
た
ち
も
少
な
く
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
年
の
外
国
人
留
学
生
は
私

一
人
し
か
お
ら
ず
、
特
に
外
国
人

向
け
の
ク
ラ
ス
と
い
う
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

私
は
ビ
ジ
ネ
ス
数
学
・
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
・
イ
ヤ
ー
ブ
ッ
ク
・
Ａ

Ｓ
Ｂ
（
生
徒
会
的
な
も
の
）・
美

術
・
英
語
の
授
業
を
と
っ
て
い
ま

す
。
先
生
や
友
達
も
、
私
が
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
く
て
た
く
さ
ん

質
問
を
し
て
も
、
み
ん
な
親
切
に

答
え
て
く
れ
ま
す
。
私
の
こ
と
を

気
に
か
け
て
下
さ
る
先
生
も
多

く
、
す
れ
違
っ
た
時
や
授
業
中
に

が
二
人
い
ま
す
。
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー

は
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
ン

で
、
食
卓
に
も
た
ま
に
日
本
食
が

出
て
き
た
り
、
一
緒
に
作
っ
た
り

も
し
ま
す
。
夕
食
後
に
は
一
緒
に

ド
ラ
マ
や
映
画
を
見
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
話
を
し
て
い
る
時
に
わ

か
ら
な
い
単
語
が
あ
る
と
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
、
話
し
て
い
る
途
中

に
も
理
解
で
き
て
い
る
か
確
認
し

て
く
れ
ま
す
。
私
の
英
語
が
上
達

す
る
よ
う
に
、
と
て
も
協
力
し
て

く
れ
ま
す
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
は
学
校
に
仮
装

を
し
て
行
く
、
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン

グ
で
は
親
戚
で
集
ま
り
タ
ー
キ
ー

を
食
べ
る
な
ど
、
知
識
と
し
て
は

知
っ
て
い
た
け
れ
ど
経
験
し
た
こ

と
の
な
か
っ
た
こ
と
を
実
際
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
リ
ス

マ
ス
は
１
か
月
ほ
ど
前
か
ら
準
備

し
始
め
、
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
用
意
し
、
家
を
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
ま
す
。
映
画
で
よ
く
見
て

い
た
よ
う
な
ク
リ
ス
マ
ス
で
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
来
て
か
ら
既
に
半

年
ほ
ど
経
ち
、
ア
メ
リ
カ
生
活
も

も
う
慣
れ
て
適
応
で
き
て
き
た
と

感
じ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
驚

か
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
度

に
ま
だ
勉
強
す
べ
き
こ
と
が
多
い

と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
ア
メ
リ
カ
で
盛
り
上
が
る
伝

統
的
な
行
事
を
実
際
に
経
験
で
き

て
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
１
年
が
と
て
も
大

切
で
貴
重
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
、
残
り
の
日
々
を
過
ご
し

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ

ち
ら
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
積
極
的
に
と
り
、
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
生
主
体
の
主
権
者
教
育
イ
ベ
ン
ト

Voice Of Future

に
実
行
委
員
と
し
て
参

加
し
、
そ
の
中
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
高
校
生

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
た
。
デ
ン
マ
ー

ク
は
２
０
２
３
年
に
世
界
競
争
力
１
位
、

世
界
幸
福
度
２
位
に
選
ば
れ
、
子
ど
も
達

のW
ell-being

（
幸
福
）
を
重
視
し
た
非
競
争
的
な
教
育
が
根
付
い
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
★
小
中
学
校
で
は
点
数
に
よ
っ
て
序
列
を
つ
け
る

こ
と
が
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
試
験
が
な
い
こ
と
が

最
大
の
特
徴
。
大
学
受
験
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
自
信
を
な
く
す
こ
と

な
く
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
や
や
り
た
い
こ
と
に
集
中
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
大
学
へ
は
高
校
の
成
績
の
み
、
ま
た
は
自
分
が
興
味
あ
る

分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ン
活
動
な
ど
を
通
し
て
実
地
経
験

を
積
み
重
ね
、
自
己
推
薦
書
を
書
く
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
★

ま
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
はgap year

（
中
学
高
校
卒
業
後
、
自
分
が
何

を
し
た
い
か
考
え
た
り
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
す
る
準
備
期

間
）　

や
フ
ォ
ル
ケ
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
（
全
寮
制
の
大
人
の
た
め
の
教
育

機
関
。
１８
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
学
で
き
る
）
な
ど
、
立
ち
止
ま

っ
て
人
生
を
考
え
る
た
め
の
機
会
が
多
く
保
障
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

同
じ
学
年
で
も
年
齢
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
交
流
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
高
校

で
も
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
っ
た
★
デ
ン
マ
ー
ク
の
教
育
は
、「
何
が
で

き
る
か
」
よ
り
も
「
何
が
し
た
い
か
」
を
重
視
し
、
子
ど
も
達
の
幸
福

や
自
己
実
現
を
大
切
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。
将
来
、
何
が
し
た
い

か
、
私
は
ま
だ
は
っ
き
り
決
め
き
れ
て
い
な
い
。
日
本
にgap year

が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
利
用
し
て
も
う
少
し
じ
っ
く
り
考
え
ら
れ
る
か

も
知
れ
な
い
。�

【
山
藤
亜
純
】

け
、
住
民
の
方
や
地
域
の
子
ど
も

ど
う
し
で
助
け
合
い
、
制
限
あ
る

暮
ら
し
の
中
に
も
楽
し
さ
を
見
出

し
て
前
を
向
い
て
い
る
と
聞
い
た

頃
、
あ
ろ
う
こ
と
か
能
登
に
降
り

注
い
だ
非
情
な
豪
雨
。
９
か
月
か

け
て
復
旧
さ
せ
た
道
路
や
撤
去
し

た
瓦
礫
だ
け
で
な
く
、
仮
設
住
宅

に
も
浸
水
な
ど
大
き
な
影
響
が
出

て
生
活
は
振
り
出
し
に
戻
っ
て
し

ま
っ
た
。
現
地
で
は
様
々
な
物
資

が
不
足
す
る
事
態
が
起
き
、
食
料

だ
け
で
な
く
衣
服
や
布
団
な
ど
生

活
に
大
き
く
関
わ
る
日
用
品
や
生

活
必
需
品
が
足
り
ず
に
困
っ
て
い

る
、
と
い
う
声
が
届
い
た
。
私
た

ち
富
山
の
高
校
生
に
も
で
き
る
こ

と
は
な
い
の
か
。
新
聞
部
は
速
報

を
発
行
し
て
周
知
を
図
り
つ
つ
、

１１
月
１
日
の
本
校
文
化
祭
で
募
金

と
支
援
物
資
の
回
収
を
行
う
こ
と

に
し
た
。

　

当
日
、
高
校
生
で
も
集
め
ら
れ

そ
う
な
子
ど
も
服
や
防
寒
具
な
ど

　

輪
島
市
な
ど
で
最
大
震
度
７

を
観
測
し
た
昨
年
元
日
の
能
登

半
島
地
震
か
ら
、
早
く
も
１
年

が
過
ぎ
た
。
８
月
、
新
聞
部
員

と
し
て
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
一
人
と
し
て
、
被
害
が
大

き
か
っ
た
輪
島
市
門
前
町
を
訪

れ
た
。
地
震
発
生
か
ら
７
か
月

で
想
像
よ
り
も
復
旧
が
進
ん
で

い
た
一
方
で
、
驚
く
こ
と
も
多

か
っ
た
。
実
際
に
足
を
運
び
自

分
の
目
で
見
た
被
災
地
は
、
画

面
を
通
し
て
見
る
も
の
と
は
違

っ
た
迫
力
が
あ
り
、
言
葉
で
表

す
の
が
難
し
い
複
雑
な
気
持
ち

に
な
っ
た
。
民
家
は
崩
れ
、
中

も
荒
れ
果
て
て
い
る
様
子
が
外

か
ら
う
か
が
え
る
光
景
に
衝
撃

を
受
け
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明

に
思
い
出
す
。
当
日
は
炊
き
出

し
活
動
な
ど
を
通
し
て
仮
設
住

宅
の
住
民
ら
現
地
の
方
と
交
流

を
持
ち
、
生
の
声
を
聞
い
た
。

　

そ
し
て
９
月
。
復
興
に
向

に
絞
る
と
、
多
く
の
協
力
が
得
ら

れ
た
。
集
め
ら
れ
た
物
資
は
輪
島

市
の
町
野
町
に
届
け
ら
れ
、
仮
営

業
が
始
ま
っ
た
「
も
と
や
ス
ー
パ

ー
」
に
置
か
れ
た
と
い
う
知
ら
せ

を
受
け
て
い
た
が
、
早
速
１１
月
下

旬
、
地
元
住
民
の
女
性
か
ら
お
礼

の
ハ
ガ
キ
が
学
校
に
届
い
た
。
そ

の
文
面
に
は
「
貴
校
か
ら
寄
付
を

し
て
い
た
だ
い

た
衣
類
は
暖
か

い
で
す
。
大
事

に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

忘
れ
な
い
で
い

て
く
れ
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と

ペ
ン
で
書
か
れ

て
お
り
、
こ
ち

ら
の
心
も
温
か

く
な
っ
た
。

　

世
界
は
ど
こ

か
で
つ
な
が
っ

て
い
る
。
誰
か

が
困
っ
た
時
こ

そ
行
動
に
移

し
、
支
え
合
う
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
か
。「
情
け
は
人
の
為

な
ら
ず
」
―
言
う
ま
で
も
な
く
、

情
け
は
い
ず
れ
は
巡
っ
て
自
分
に

返
っ
て
く
る
と
い
う
意
味
だ
。
そ

し
て
強
く
感
じ
た
の
は
、
実
際
に

被
災
地
に
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
感

じ
取
れ
な
い
も
の
も
多
く
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
。
震
災
や
災
害
の
被

害
は
怖
く
、
目
を
背
け
た
い
気
持

ち
も
分
か
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
報

道
や
ネ
ッ
ト
上
の
誰
か
の
意
見
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
現
地
に
足
を

運
ん
で
自
分
自
身
で
見
聞
き
し
、

自
分
な
り
の
考
え
や
感
情
を
持
つ

こ
と
も
大
切
だ
。
そ
の
経
験
は
、

も
し
富
山
県
で
大
き
な
被
害
が
あ

っ
た
と
き
に
適
切
な
対
応
に
つ
な

が
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
現
地
か
ら
の
痛
切
な

声
も
届
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
家

が
倒
壊
し
た
住
民
の
方
の
多
く
が

県
外
な
ど
に
避
難
し
た
ま
ま
、
帰

っ
て
来
な
い
と
い
う
問
題
だ
。
住

民
の
方
が
い
な
け
れ
ば
倒
壊
し
た

家
の
未
来
は
見
え
ず
、
対
処
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
元
々
の
住
民

だ
け
で
な
く
新
し
い
移
住
者
を

増
や
す
こ
と
も
難
し
く
、
ま
す

ま
す
人
口
減
少
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ

て
い
る
の
だ
。

　

地
震
か
ら
１
年
経
っ
た
今
、

能
登
で
は
物
資
不
足
は
少
し
落

ち
着
い
て
き
た
も
の
の
、
復
興

ま
で
は
ま
だ
ま
だ
長
い
道
の
り

で
、
目
処
す
ら
立
た
な
い
ま
ま

だ
。
能
登
の
皆
さ
ん
の
た
め
、

私
た
ち
富
山
の
高
校
生
で
も
で

き
る
こ
と
は
必
ず
あ
る
。
是

非
、
現
地
に
一
度
足
を
運
ん
で

ほ
し
い
と
思
う
が
、
で
き
な
く

と
も
関
心
を
寄
せ
た
り
、
自
分

な
り
の
考
え
を
持
つ
の
が
第
一

歩
だ
。
現
地
の
方
に
と
っ
て

「
忘
れ
な
い
で
い
て
く
れ
て
」、

そ
れ
を
行
動
で
表
し
て
く
れ
る

こ
と
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
な

い
の
だ
。
震
災
後
の
地
元
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
、
一
度
考
え

を
深
め
て
み
た
い
。

能登半島地震から １年
私たちが今考えるべきこと

部 説

学
校
の
友
達
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
＝
カ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ア
ナ
ハ
イ
ム
（
山
田
さ
ん
は
右
）

　

韓
国
・
大
田
広
域
市
に
あ
る
姉
妹
校
、
大
田
外
国
語
高
校
か
ら
の
訪
問
団
が
１
月
２２

日
に
来
校
し
た
。
本
校
へ
の
訪
問
交
流
は
２
０
１
７
年
１
月
以
降
、
３
回
目
。
同
校
と

は
２
０
１
８
年
に
姉
妹
校
提
携
を
結
び
、
定
期
的
に
相
互
訪
問
し
て
い
る
。

楽しそうに花を生け交流する両校の生徒
　

来
校
し
た
の
は
日
本
語
科
の
生

徒
３４
人
と
引
率
の
先
生
３
人
。
一

行
は
２１
日
午
後
に
本
校
に
到
着

し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
本
校

生
徒
宅
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

対
面
し
た
。
昨
年
８
月
に
同
校
を

訪
れ
た
国
際
英
語
コ
ー
ス
２
年
生

の
家
庭
も
あ
り
、
約
半
年
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
た
。

　

翌
２２
日
は
、
午
前
中
は
ホ
ス
ト

生
の
ク
ラ
ス
で
一
緒
に
授
業
を
受

け
、
午
後
は
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
を
体
験
。
国
際
英
語
コ
ー

ス
１
年
生
と
の
交
流
会
で
は
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
英
語
や
韓
国

語
、
日
本
語
で
自
分
た
ち
の
街
の

特
徴
や
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
た
。

　

華
道
体
験
で
は
、
韓
国
の
生
徒

が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
思
い
浮

か
べ
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ガ
ー
ベ

ラ
、
ス
タ
ー
チ
ス
な
ど
色
と
り
ど

り
の
花
を
生
け
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
贈
る
花
束
を
作
っ
た
。
イ

ム
・
ソ
ハ
さ
ん
（
１
年
）
は
「
花

を
生
け
る
テ
ー
マ
が
家
族
な
の
が

不
思
議
で
興
味
深
か
っ
た
。
花
を

１
輪
ず
つ
よ
く
観
察
し
て
、
ど
の

家
族
に
当
て
は
ま
る
か
考
え
る
の

が
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

光
彩
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
歓
迎

式
で
は
互
い
の
学
校
や
地
元
に
つ

い
て
紹
介
し
、
本
校
生
徒
に
よ
る

「
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
ク
イ
ズ
」

や
、
お
わ
ら
踊
り
の
披
露
で
盛
り

上
が
っ
た
。
韓
国
の
生
徒
は
流
ち

ょ
う
な
日
本
語
で
自
国
の
文
化
な

ど
を
紹
介
し
て
い
た
。
ハ
ン
・
ナ

レ
さ
ん
（
２
年
）
は
「
日
本
語
だ

け
じ
ゃ
な
く
英
語
も
使
っ
て
楽
し

く
交
流
で
き
、
み
ん
な
と
仲
良
く

な
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
た
。

歓
迎
式
後
に
記
念
撮
影

＝
光
彩
ホ
ー
ル

韓
国
の
生
徒
と
楽
し
く
交
流

姉
妹
校・大テ

ジ
ョ
ン田

外
国
語
高
校
が
来
校

私
が
困
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
声

を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
ど
の
授
業

も
日
本
よ
り
自
由
度
が
高
く
、
生

徒
た
ち
の
自
主
性
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
課
題
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を

こ
な
す
授
業
が
多
く
、
や
る
や
ら

な
い
も
自
由
で
す
が
、
そ
の
分
自

己
責
任
に
な
る
た
め
、
期
限
ま
で

に
し
っ
か
り
こ
な
す
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
と
ホ
ス
ト
マ

ザ
ー
、
そ
れ
と
、
も
う
働
い
て
別

に
住
ん
で
い
る
ホ
ス
ト
ブ
ラ
ザ
ー

　

こ
ち
ら
で
は
先

生
で
は
な
く
、
生

徒
が
各
授
業
の
先

生
の
部
屋
へ
移
動

し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
授
業
ご
と
に

全
校
の
生
徒
た
ち

が
次
の
授
業
に
行

く
た
め
に
一
斉
に

移
動
す
る
の
で
、

毎
時
間
移
動
が
大

変
で
苦
労
し
て
い

ま
す
。
こ
の
地
域

は
メ
キ
シ
コ
が
近

　

当
日
は
交
流
の
司
会
や
通
訳
も

務
め
、
と
て
も
緊
張
し
た
が
、

「
通
訳
、
必
要
だ
っ
た
の
か
な
？
」

と
思
う
ほ
ど
、
み
ん
な
日
本
語
が

上
手
な
の
に
驚
き
、
日
々
勉
強
を

頑
張
っ
て
い
る
の
だ
な
と
実
感
し

た
。
本
当
に
日
本
の
こ
と
が
好
き

な
人
達
ば
か
り
で
、
日
韓
の
高
校

生
が
こ
の
よ
う
に
交
流
す
る
機
会

は
と
て
も
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
。

【
閔
璱
基
】

記
者
の
目
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シンガポール
コース

セブ島
コース

2 年生
研修旅行自律と自立を目指す旅に自律と自立を目指す旅に
特 集 　 ２年生は１２月１６日から、海外 ２、国内 ２コースに分か

れて研修旅行に出かけた。今回のコースと参加人数は、
シンガポール１０３人、セブ島３３人、関東６８人、九州１６人。
　今回も有意義な研修にするため、コースごとに事前学
習に取り組んでから出発した。各コースとも、自律と自
立を目指し、実りある研修になったようだ。各コースに
参加した新聞部員による紀行文と写真を掲載する。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
コ
ー
ス
は
、
１２

月
１６
日
か
ら
２０
日
の
４
泊
５
日
。

初
日
は
０
時
に
学
校
か
ら
貸
切
バ

ス
で
出
発
し
、
中
部
セ
ン
ト
レ
ア

空
港
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ

ン
ギ
国
際
空
港
行
き
の
飛
行
機
に

乗
っ
た
。
昼
食
の
機
内
食
を
食
べ

て
空
港
に
着
い
た
後
、
バ
ス
で
北

京
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
行
き
夕

食
を
と
り
、
ホ
テ
ル
へ
向
か
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
Ｂ
＆
Ｓ
現
地
学
生

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
現
地
の
大
学

生
が
各
班
に
一
人
ず
つ
付
い
て
、

地
下
鉄
や
バ
ス
を
使
い
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
私

た
ち
の
班
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立

博
物
館
や
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
、
マ

ー
ラ
イ
オ
ン
公
園
な
ど
を
訪
れ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
、
昼
食
や
街
並
み
を
楽

し
ん
だ
り
し
た
。
有
名
な
マ
ー
ラ

イ
オ
ン
像
の
前
で
写
真
を
撮
る
生

徒
も
多
か
っ
た
。
大
学
生
と
別
れ

る
際
に
は
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
、

本
校
か
ら
の
お
土
産
を
渡
し
て
交

流
を
深
め
た
。

　

セ
ブ
島
コ
ー
ス
は
１２
月
１７
日
か

ら
２１
日
の
４
泊
５
日
だ
っ
た
。
初

日
は
富
山
駅
に
集
合
し
て
成
田
国

際
空
港
に
向
か
い
、
セ
ブ
島
行
き

の
飛
行
機
に
乗
っ
て
セ
ブ
島
に
到

着
。
２
日
目
は
、
午
前
中
に
ラ
プ

ラ
プ
セ
ブ
大
学
を
訪
れ
、
現
地
の

大
学
生
と
う
ち
わ
作
り
や
大
学
内

を
探
索
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
体
験
し
、
現
地
の
踊
り
を
踊
っ

た
り
昼
食
を
一
緒
に
食
べ
た
り
し

て
楽
し
ん
だ
。

　

午
後
か
ら
は
セ
ブ
島
内
の
観

光
。
ま
ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
古
で

最
小
の
サ
ン
・
ペ
ド
ロ
要
塞
に
行

っ
た
。
ガ
イ
ド
の
方
に
昔
の
話
を

聞
い
た
り
絵
を
見
た
り
し
た
。
次

は
マ
ゼ
ラ
ン
・
ク
ロ
ス
と
サ
ン
ト

ニ
ー
ニ
ョ
教
会
へ
。
日
本
で
は
あ

ま
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
本
格

的
な
教
会
に
、
生
徒
た
ち
は
興
味

津
々
だ
っ
た
。
次
に
訪
れ
た
の

は
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
オ
ブ
・
セ

ブ
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。
こ
こ
で
は

戦
争
時
の
様
子
を
巨
大
彫
刻
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
迫
力
満
点
な
彫

た
り
、
昼
食
や
夕
食
を
食
べ
た
り

し
て
観
光
を
満
喫
し
た
。

　

４
日
目
は
バ
ス
で
マ
レ
ー
シ
ア

に
入
国
し
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
の

た
め
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
近
郊
の
シ

ナ
ラ
ン
村
を
訪
れ
た
。
バ
ス
が
着

く
と
現
地
の
人
が
打
楽
器
の
演
奏

で
歓
迎
し
て
く
れ
、
生
徒
が
一
緒

に
演
奏
し
た
り
、
本
校
代
表
の
竹

内
琴
葉
さ
ん
（
２４
Ｈ
）
が
ス
ピ
ー

チ
を
行
っ
た
り
し
た
。
そ
の
後
、

各
班
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
を
訪

問
。
自
己
紹
介
や
現
地
の
遊
び
を

通
し
て
交
流
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

作
っ
て
く
れ
た
昼
食
を
食
べ
た
り

一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
伝
統
衣
装
を
着
た

り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
同
じ
よ
う
に

昼
食
は
右
手
を
使
っ
て
食
べ
た
り

刻
に
驚
い
て
い
る
生
徒
が
多
か
っ

た
。
ま
た
、
ヤ
ッ
プ
・
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
・
ア
ン
セ
ス
ト
ラ
ル
・
ハ
ウ

ス
に
も
行
っ
た
。
１７
世
紀
に
建
て

ら
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
最
も
古
い

歴
史
的
な
邸
宅
の
一
つ
で
、
昔
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
生
活
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

３
日
目
は
、
ボ
ホ
ー
ル
島
に
行

っ
た
。
ま
ず
向
か
っ
た
の
は
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
ヒ
ル
ズ
。
た
く
さ
ん

の
小
さ
な
丘
が
あ
り
、
紅
葉
の
季

節
に
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ヒ
ル
ズ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
だ
。
次
に
、
世
界
最
小
の

メ
ガ
ネ
ザ
ル
、
タ
ー
シ
ャ
を
見
に

行
っ
た
。
タ
ー
シ
ャ
は
、
１０
㎝
ほ

ど
の
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
霊
長
類

の
親
戚
。
夜
行
性
の
た
め
、
見
つ

け
た
タ
ー
シ
ャ
は
木
の
葉
に
隠
れ

と
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
宗
教
観
や
歴

史
に
基
づ
い
た
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
。

　

午
後
は
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
市
内

の
モ
ス
ク
や
王
宮
な
ど
を
車
窓
か

ら
見
学
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
再

入
国
。
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ
に
向
か

っ
た
。
園
内
で
夕
食
を
食
べ
た
後

に
ト
ラ
ム
に
乗
り
、
ゾ
ウ
や
サ
イ

な
ど
の
草
食
動
物
や
ラ
イ
オ
ン
の

よ
う
な
肉
食
動
物
な
ど
の
あ
ま
り

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
夜
の
姿
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

か
ら
、
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
へ
行

き
出
国
手
続
き
を
経
て
、
日
付
が

変
わ
っ
た
後
に
離
陸
。
中
部
セ
ン

ト
レ
ア
空
港
か
ら
バ
ス
で
１５
時
頃

に
学
校
に
着
い
た
。【
村
野
天
飛
】

に
船
で
パ
ン
ダ
ノ
ン
島
に
行
き
、

海
に
入
っ
た
り
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を

し
た
り
し
て
楽
し
ん
だ
。
昼
食
は

焼
き
鳥
の
よ
う
な
も
の
や
、
エ
ビ

や
カ
ニ
な
ど
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
だ

っ
た
。
ま
た
、
マ
ン
ゴ
ー
や
バ
ナ

ナ
と
い
っ
た
有
名
な
フ
ル
ー
ツ
も

食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
午
後
は

オ
ラ
ゴ
ン
島
周
辺
に
向
か
い
、
シ

ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

餌
を
落
と
す
と
魚
が
た
く
さ
ん
寄

っ
て
き
て
喜
ん
で
い
る
生
徒
が
多

か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
で
は
あ
ま

り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
エ
メ
ラ

ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
透
き
通
っ
た
海

を
満
喫
し
た
。
夕
食
は
中
華
レ
ス

ト
ラ
ン
で
中
華
料
理
を
食
べ
、
翌

日
、
セ
ブ
国
際
空
港
か
ら
成
田
に

向
か
い
、
バ
ス
で
富
山
に
帰
っ
た
。

【
西
森
元
胤
】 マーライオン像の前で現地の大学生と

編編編
集集
手手
集
手
帳帳帳

実
は
先
生
に
探
究
論
文
の
書
き
方

を
聞
い
た�

　

四
季

最
近
さ
む
い
ち
ゃ
む
。　

�

マ
ヨ
コ
ー
ン

昼
寝
や
ば
い
昼
寝
さ
い
こ
う
寝
る

�

　

財
務
省

コ
ー
ド
ギ
ア
ス
面
白
い

�

　

 

血
染
め
の
ユ
フ
ィ

受
験
勉
強
も
資
格
勉
強
も
が
ん
ば

り
た
い
で
す�

ト
ム

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
埋
も
れ
た
い　

 
�

　

目
薬

今
年
は
そ
ん
な
に
寒
く
な
く
て
幸

せ�

や
っ
ぴ
ー

毎
日
眠
く
て
布
団
か
ら
出
れ
な
い

�

ハ
ム
ス
タ
ー

口
と
鼻
の
間
の
く
ぼ
み
が
痒
い

�

ダ
チ
ョ
ウ
さ
ん

み
な
さ
ん
お
疲
れ
様
で
す
。

全
然
雪
降
ら
な
い

１
月
２
月
は
い
そ
が
し
い
時
期
で

す
。�

き
っ
とcut

更
な
る
進
化
を
遂
げ
、
最
強
の
自

分
に
我
々
は
な
る
。�

幸
あ
れ

み
ん
な
う
た
う
た
の
誕
生
日
祝
っ

て
く
だ
さ
い
な
♪�

う
た
う
た

誕
生
日
覚
え
て
る
よ
１０
日
で
し

ょ
！�

ぱ
っ
し

入
院
中
で
す　肩

パ
ッ
ド
て
ん
と
う
虫

う
ち
ら
のjklife

ま
だ
ま
だ
今
か

ら�

　

目
指
せ
ト
リ
リ
ン
ガ
ル

う
ち
ら
のJKlife

本
領
発
揮

う
ん
ち
く
ん

年
始
早
々
不
憫
の
大
嵐
だ
ぜ
☆

バ
ナ
ナ
味
の
ド
リ
ン
ク

高
校
数
学
難
し
い
け
ど
な
る
べ
く

頑
張
る�

昆
虫
好
き

１０
時
間
睡
眠
し
た
い
よ

　
　

ケ
ロ
ち
ゃ
ん

今
年
も
一
年
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う�

真

っ
た
。
富
山
駅
で
は
校
長
先
生
を

は
じ
め
と
し
た
先
生
方
が
あ
た
た

か
く
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
富
山

に
帰
っ
て
来
た
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

こ
の
研
修
旅
行
で
は
、
普
段
の

学
校
生
活
で
は
で
き
な
い
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
。
感
じ
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
を
今
後
に
活
か
し
、

残
り
の
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
。�

【
松
村
春
佳
】

九州
コース

たっぷり満喫の ４日間

多民族・多文化を体験エメラルドグリーンの海 堪能

と
話
し
て
い
た
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
環
境
学

習
ツ
ア
ー
で
は
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
が
い
か
に
環
境
に
配
慮
し
て
造

ら
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
ツ
ア
ー
で
、
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら

図
や
例
を
用
い
て
説
明
し
て
も
ら

っ
た
。

　

３
日
目
は
バ
ス
で
佐
世
保
に
行

き
、
班
別
研
修
。
主
に
旧
海
軍
佐

世
保
鎮
守
府
凱
旋
記
念
館
や
、
カ

ト
リ
ッ
ク
三
浦
町
教
会
を
訪
れ

た
。
そ
し
て
午
後
か
ら
は
カ
ス
テ

ラ
作
り
を
体
験
し
、
思
い
出
に
残

る
味
に
な
っ
た
。
夜
は
そ
れ
ぞ
れ

長
崎
の
郷
土
料
理
を
楽
し
ん
だ

後
、
島
原
温
泉
に
入
り
旅
の
疲
れ

を
癒
し
た
。

　

４
日
目
は
、
ま
ず
雲
仙
・
普
賢

岳
の
麓
に
あ
る
土
石
流
被
災
保
存

公
園
を
訪
れ
た
。
説
明
を
受
け
た

後
、
島
原
港
で
バ
ス
ご
と
フ
ェ
リ

ー
に
乗
船
。
乗
船
中
は
か
も
め
に

餌
を
や
る
こ
と
が
で
き
、
大
群
の

か
も
め
が
至
近
距
離
ま
で
餌
を
求

め
に
飛
ん
で
き
た
。
フ
ェ
リ
ー
を

降
り
て
熊
本
城
を
訪
れ
、
集
合
写

真
を
撮
り
見
学
し
た
。
昼
食
は
馬

肉
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ
、
特

色
あ
る
料
理
を
味
わ
っ
た
。
そ
の

後
、
福
岡
に
移
動
し
、
学
問
の
神

関東
コース

　

初
日
は
、
お
台
場
で
の
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ク
ル
ー
ズ
で
綺
麗
な
東
京

湾
を
一
望
し
な
が
ら
昼
食
を
と
っ

た
後
、
お
台
場
を
散
策
し
た
。
ま

た
、
劇
団
四
季
の
「
ラ
イ
オ
ン
キ

ン
グ
」
鑑
賞
は
、
舞
台
全
体
を
使

っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
出
に
、

国
際
生
は
目
を
釘
付
け
に
し
て
い

た
。

　

２
日
目
は
、
浅
草
で
歴
史
の
あ

る
景
観
に
触
れ
な
が
ら
、
事
前
に

調
べ
た
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
に
立
ち

寄
る
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
有
名
な
月
島
の
も
ん
じ
ゃ

ス
ト
リ
ー
ト
で
昼
食
を
と
っ
た

後
、
体
験
型
英
語
学
習
施
設
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を
訪
れ
、
海
外
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

作
ら
れ
た
街
並
み
で
い
つ
も
と
違

う
環
境
の
中
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世

界
を
体
験
し
た
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
紹
介
文
に
ジ

浅草寺で熊本城で

１２／１７
富山駅→東京湾シンフ
ォニークルーズ→→お
台場散策→劇団四季

「ライオンキング」鑑賞

１２／１８
浅草寺・仲見世通り散
策→月島もんじゃスト
リート→TOKYO GLOBAL 
GATEWAY →横浜みな
とみらい散策→揚州飯
店（肉まん作り体験）

１２／１９
東京ディズニーランド

１２／２０
都内近郊　自主班別研
修→富山駅

オ
リ
ジ
ナ
ル
肉
ま
ん
と
餃
子
を
作

る
こ
と
が
で
き
た
。
生
地
で
餡
を

包
む
こ
と
に
苦
戦
し
た
が
、
自
分

で
作
っ
た
肉
ま
ん
と
餃
子
は
生
地

が
も
ち
も
ち
で
と
て
も
美
味
し
か

っ
た
。
他
に
も
、
フ
カ
ヒ
レ
ス
ー

プ
や
炒
飯
、
杏
仁
豆
腐
な
ど
本
格

的
な
中
華
料
理
が
振
る
舞
わ
れ

た
。
肉
ま
ん
と
餃
子
が
蒸
し
あ
が

る
ま
で
の
間
に
は
中
国
語
講
座
も

開
か
れ
、
ク
イ
ズ
形
式
で
基
本
的

な
会
話
や
数
字
な
ど
の
発
音
を
学

ん
だ
。
発
音
が
似
て
い
る
言
葉
が

多
く
難
し
か
っ
た
が
、
楽
し
み
な

が
ら
中
国
語
を
学
ん
だ
。

　

３
日
目
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
を
訪
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
仕
様

に
装
飾
さ
れ
た
園
内
で
パ
レ
ー
ド

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん

だ
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
あ
た

た
か
く
出
迎
え
て
く
れ
、
会
話
を

楽
し
む
生
徒
の
姿
が
た
く
さ
ん
見

ら
れ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ス
ト
に
探

究
活
動
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
質
問

を
し
た
り
、
海
外
か
ら
の
観
光
客

と
会
話
を
し
た
り
し
て
い
る
生
徒

も
お
り
、
ど
の
生
徒
も
た
っ
ぷ
り

と
満
喫
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

最
終
日
は
都
内
近
郊
で
班
別
行
動

を
し
、
東
京
の
街
並
み
を
楽
し
み

な
が
ら
有
名
な
飲
食
店
で
の
昼
食

や
デ
パ
ー
ト
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
ん
だ
。

　

こ
の
研
修
旅
行
で
は
、
普
段
な

か
な
か
行
け
な
い
場
所
に
行
く
こ

と
が
で
き
、
貴
重
な
４
日
間
と
な

っ
た
。
こ
の
研
修
旅
行
で
学
ん
だ

経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活

や
探
究
活
動
に
も
活
か
し
て
い
き

た
い
。�

【
川
倉
万
葉
子
】 英語でコミュニケーション＝ TOKYO GLOBAL GATEWAYカステラ作りに勤しむ生徒＝長崎カステラランド

　

初
日
は
乗
り
物
を
乗
り
継
ぎ
、

１
日
か
け
て
長
崎
に
到
着
し
た
。

ホ
テ
ル
ま
で
は
市
電
で
移
動
し
た

が
、
長
崎
の
路
面
電
車
は
富
山
と

似
て
い
る
よ
う
で
違
う
。
例
え

ば
、
単
線
区
間
し
か
な
い
所
が
あ

っ
た
り
、
料
金
が
大
人
１
４
０

円
、
小
人
７０
円
と
安
い
こ
と
に
驚

い
た
。
自
由
時
間
は
班
別
行
動

で
、
私
の
班
は
大
浦
天
主
堂
ま
で

行
っ
た
。
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
街

並
み
や
下
り
坂
か
ら
見
え
る
夕
焼

け
を
背
景
に
、
記
念
写
真
を
撮
っ

た
。

　

２
日
目
は
、
長
崎
原
爆
資
料
館

を
訪
れ
た
。
当
時
の
日
記
や
服
、

資
料
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お

り
、
原
爆
が
ど
れ
だ
け
悲
惨
な
も

の
だ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
場

所
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
生
徒
は

「
訪
れ
る
前
と
後
で
は
原
爆
に
対

す
る
心
象
が
と
て
も
変
わ
り
、
自

分
が
ど
れ
だ
け
平
和
な
場
所
で
生

き
て
い
る
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」

１２／１６
富山駅→長崎駅　市
電に乗車→大浦天主
堂

１２／１７
市電で原爆資料館→
ハ ウ ス テ ン ボ ス
（SDGs 環境学習ツ
アー）

１２／１８
佐世保　班別研修→
長崎カステラランド

（カステラ作り体験）

１２／１９
土石流被災保存公園
→フェリーで熊本港
へ→熊本城→太宰府
天満宮

１２／２０
博多　班別研修→博
多駅→富山駅

様
で
あ
る
太
宰
府
天
満
宮
を
訪

れ
た
。
み
ん
な
で
参
拝
を
し
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
で
お
み
く
じ
や

お
守
り
を
買
っ
た
。
お
み
く
じ

は
冬
仕
様
に
な
っ
て
お
り
、
趣

向
が
凝
ら
さ
れ
て
人
気
だ
そ
う

だ
。

　

最
終
日
は
博
多
駅
で
お
土
産

を
買
っ
た
後
、
新
幹
線
や
特
急

を
乗
り
継
ぎ
富
山
駅
へ
と
向
か

ェ
ス
チ
ャ
ー
を
取
り
入
れ

な
が
ら
楽
し
く
英
語
で
話

し
て
い
る
国
際
生
が
多
く

見
ら
れ
た
。
夜
の
み
な
と

み
ら
い
散
策
で
は
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
に
乗
り
、
夜
の
横

浜
の
景
色
を
存
分
に
満
喫

し
た
。
夕
ご
飯
は
揚
州
飯

店
で
肉
ま
ん
と
餃
子
作
り

を
体
験
し
た
。
店
員
さ
ん

に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
自
分
だ
け
の

て
い
た
。
昼
食
は
ラ
ン

チ
ク
ル
ー
ズ
で
、
料
理

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

り
、
現
地
の
方
が
日
本

の
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た

り
し
た
。
食
事
を
し
終

わ
っ
た
生
徒
は
風
景
を

見
て
楽
し
ん
で
い
た
。

こ
の
日
の
最
後
は
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
行

き
、
各
自
で
夕
食
を
取

っ
た
り
お
土
産
を
買
っ

た
り
し
て
楽
し
ん
だ
。

　

４
日
目
は
、
午
前
中

現
地
の
大
学
生
に
自
己
紹
介

＝
ラ
プ
ラ
プ
セ
ブ
大
学

　

３
日
目
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
市

内
自
主
研
修
と

し
て
、
前
日
の

Ｂ
＆
Ｓ
で
使
い

方
を
学
ん
だ
公

共
交
通
機
関
も

利
用
し
、
各
班

が
立
て
た
計
画

に
従
っ
て
市
内

を
観
光
し
た
。

私
た
ち
の
班
は

セ
ン
ト
ー
サ
島

に
行
き
、
自
然

や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
体
験
し

１２／１６
学校→中部セントレア空
港→チャンギ国際空港

１２／１７
Ｂ＆Ｓプログラム

１２／１８
市内自主研修

１２／１９
マレーシア・ジョホール
バルへ→シナラン村でホ
ームビジット→ジョホー
ルバル市内車窓観光→ナ
イトサファリ→チャンギ
国際空港

１２／２０
→中部セントレア空港→
学校

１２／１７
富山駅→成田国際空港→
セブ国際空港

１２／１８
ラプラプセブ大学（大学
生とキャンパス見学、交
流）→セブ島内観光

１２／１９
高速船でボホール島へ→
ターシャ見学、ロボック
川ランチクルーズ、チョ
コレートヒルズ見学→シ
ョッピングモール

１２／２０
ボートでパンダノン島へ
→シュノーケリング→オ
ラゴン島周辺でシュノー
ケリング→マクタン島へ

１２／２１
セブ国際空港→成田国際
空港→富山駅

ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
オ
ブ
・
セ
ブ
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で

マ
レ
ー
シ
ア
で
最
も
美
し
い
と
い
わ
れ
る
ア
ブ
・
バ
カ
ー
ル
・
モ
ス
ク
で

貴
重
な
体
験
つ
づ
く
毎
日


